
岐 阜 県 災 害 派 遣 福 祉 チ ー ム

災害時においては、被災した高齢者や障がい者などの配慮が必要
な方々（以下、「要配慮者」といいます）が、避難所等で十分な介
護・福祉サービスを受けることが難しくなります。
そこで、被災を免れた地域の福祉人材からなる派遣チームを構成

し、被災地において支援活動を行うものです。

災害時の主な活動

岐阜DWAT
で ぃ ー わ っ と

災害時に避難所で活動する福祉専門職

災害に備えて日頃から研修・訓練を行っています

※ＤＷＡＴ（Disaster Welfare Assistance Team）

隊員はこんな人たち

社会福祉士、介護福祉士、精神保
健福祉士、看護師、保育士など、福
祉等の資格を持つ方々が隊員です。

岐阜ＤＷＡＴとは

災害時に迅速かつ的確に対応で
きるよう、福祉施設等での職務の
合間を縫って、研修や訓練を実施
しています。
防災訓練等でご一緒になった際

には気軽にお声掛けください！

ニーズの掘り起こしから解決へ
➢ 避難所巡回等を通じて要配慮者のお困りごとを
聞き取り、解決方法を考えます

福祉的アセスメント
➢ 要配慮者の状態を見極め必要とするサービス
へ繋ぎます

福祉避難所の開設、運営補助

生活支援
➢ 要配慮者の見守りや福祉的介助を行います

普段は、高齢者、
障がい者、児童な
どの福祉施設、病
院等で働いていま
す。

地震による建物の倒壊や洪水などによる直接的・物理的な原因では
なく、災害による負傷の悪化や避難生活等の身体的負担による疾病に
より死亡することを「災害関連死」と呼んでいます。
東日本大震災では、約3,900人が災害関連死として亡くなっており、
うち約2,000人は、震災後３か月以内に亡くなっています（復興庁）。
災害関連死を少しでも減らすよう、避難所の生活環境の改善や、被災
者や支援者による支え合いが必要となっており、様々な取組みが進め
られています。

 災 害 関 連 死 を 減 ら す た め に

１週間

以内

472人

１か月

以内

746人

３か月

以内

686人

６か月

以内

469人

１年以内

436人

１年以上

経過後

985人

東日本大震災における

震災関連死の死者数
（令和5年3月31日時点）

ともにん

清流ミナモ

関市と岐阜ＤＷＡＴ隊員が合同で実施した 
福祉避難所開設・運営訓練の様子(R5.10)



隊員になるには

事務局が主催する「ビギナー研修」を受講いただくことで、隊員登録が可能になります。
研修の案内は、協力団体を通じて、お勤めの施設等へご案内があります。

皆さまのご協力をよろしくお願いします
【問い合わせ】岐阜県災害福祉広域支援ネットワーク協議会 事務局
岐阜県健康福祉部健康福祉政策課 政策企画係 TEL:058-272-1111(内線3219）
岐阜県社会福祉協議会 施設人材部  TEL:058-201-1561

令和６年６月 作成

～福祉等関係者の皆様へ～

岐阜DWAT隊員として一緒に活動しませんか

派遣の流れ

岐阜県では、現在、２３０名を超える隊員に登録いただき、研修
や訓練を行っています。被災時に多くの方に支援を届けられる
よう、ぜひご登録をお願いします。

派遣の概要

岐阜DWATは、大規模災害時に福祉施設等から被災地へ
支援に駆け付けます！

被災市町村
（他都道府県含む）

岐阜県

①派遣要請

⑤派遣調整

⑦報告

⑥回答

⑭派遣

⑩報告

避難所等

②DWAT編成依頼

⑨DWAT編成報告

⑧報告

⑮支援

⑪派遣要請

⑫派遣要請

⑬派遣要請

協力団体加入施設等

岐阜DWAT隊員

協力団体

④派遣調整

③派遣調整

岐阜県
社会福祉協議会

令和６年能登半島地震
国と石川県からの要請により、隊員

計１１名を派遣しました。
現地では、多くの都道府県DWATの隊

員が「困ったときはお互い様」と声をか
けながら活動していました。

＜協力団体＞
（R6.4時点）

災害救助法が適用される程度の災害が発生した際、市町村、他都道府県、国等から派遣要
請があった場合に派遣されます。

岐阜県社会福祉法人経営者協議会、(一社)岐阜県老人福祉施設協議会、(一社)岐阜県知的障害者支援協会、
岐阜県身体障害者福祉施設協議会、岐阜県精神保健福祉協会、岐阜県保育研究協議会、
岐阜県デイサービスセンター協議会、岐阜県児童福祉協議会、 (一社)岐阜県社会福祉士会、
岐阜県老人保健施設協会、(一社)岐阜県介護福祉士会
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